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洗剤の種類別による泥汚染布の洗浄性について
今井甲子男　下平佳江
Ⅰ　緒言
含リソ合成洗剤が環境汚染の原因の一つとして取り沙
汰されている。そこでリソを含まず，生理的影響も少な
いと言われている石鹸の使用が叫ばれ，さらには無リソ
の合成洗剤が多く市販されるようになっている。現在は
従来からの含リソ合成洗剤も含め多種類のものが市販さ
れている。
そこでこれら含リソ合成洗礼　無リソ合成洗礼　石鹸
等によって泥汚染布に対する洗浄性の比較を試みたので
ここに報告する。
供試汚染布としては人工汚染布，天然汚染布等種々の
表1　供試洗剤
ものがあり，油脂塀，固形成分等の共晶　有無により洗
浄性能に相違が出るであろうが，ここでは地域の土壌と
して長野市街の草道の歩道側に沈積しているものを採取
し，湿式にて綿の人工汚染布を作製して，汚れのモデル
として試みた。
Ⅰ　実験方法
1　供託洗剤
市販の含リソ合成洗剤，無リソ合成洗剤，複合石鹸，
粉石軌　マルセル石鹸および自製の含リソ・無リソの合
成洗剤を使用した。洗剤名および成分組成を表1に示し
た。
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2　汚染布の作製
（1）試料布
鐘紡天児級（日本油化学協会洗浄力委員会より担供を
うけた）タテ23S，ヨコ23S，密度タテ60／イソチ，ヨ
コ60／イソチ，表面反射率85．9％の4×5cmを使用し
た。
（2）試料土壌
市街路革道側より採取した土壌を風乾し，孔径1mm
の節で節別し，通過土壌を150メッシュの館で2回舗別
した紳士を試料土壌とした。
試料土壌の理学性1）2）としては次の通りである。
土色：風乾土　灰茶　4．7Y　4．0／0．7
湿　土　灰黒　3．5Y　2．7／0．5
水分：1．1％
灼熱減量：5．8％
腐植含量：3．0％（炭素含量1．7％）
熱塩酸溶出銑量：3．5％（Feとして）
膠質粘土含量：6．2％
（3）使用水道水
本学水道水を用いた。全硬度56ppm，pH6．9。
（4）汚染布の調製
、試料土葬を水に分散させた梶水車に試料布を浸溝板渡
した。ポリェチレソ500cc広口瓶に紳士10g，200C水道
水200ccを加え，よく振り海ぜ，試料布1枚を入れ密栓
する。瓶を水平にして縦方向に振汲器で振幅4．3C叫1
分間240回の往復振返を200Cの恒温で8時間行なう。あ
図1各洗剤の温度別による洗浄効率
と布12枚を4gの洗面器に水道水を満たした中で30秒ず
つ4回港ぎ，ろ紙間に挟み押えた後室内で風乾する。デ
シケークーに入れ50Cの冷蔵庫に保管し，汚染後8′、ノ
9日員に洗浄処理に供した。
（5）供託汚染布
汚染布への付着土壌の定量は困難であるので汚染の程
度を表面反射率により求めた。表面反射率45土1％のも
のを洗浄処理に用いた。
3　洗浄処理
市販洗剤の品質表示濃度に従い水30gに40gを溶解使
用した。蓑1に示した洗剤4．0gを水道水3．0gに溶解し
て洗浄液とし，処理温度は80C，200C，400Cの各温度
にて，それぞれ洗浄した。
ナシュナル・ミニ・ミニ・洗濯機NA－33に洗浄液を
とり供試汚染布9枚を入れ15分間携搾処理を行なった。
すすぎは洗浄処理温度と同じ温度の水道水4gを洗面
器にとり洗浄布9枚を投入し，1分間ガラス棒にて静か
に擾挿し，あと2回繰返す。ろ紙の間に挟み脱水後仁室
内にて風乾した。
4　洗浄効率
常法に従い試料布，汚染布，洗浄布の表面反射率を
Ro，Rs，Rwとし洗浄効率％＝（Rw－Rs）／（Ro・二Rs）
×100の式より求めた。
Ⅱ　結果および考察
梶汚染布に対t温度別弧　洗剤別による洗浄効率を図1
洗剤の種類別による派汚染布の洗浄性について
に示tた。洗剤C／ほ洗剤Cの使用量を70％に減じ活性
剤，リソともに他の含リソ合成洗剤と同濃度にして洗浄
処理したものである。
80C，200C（冬季および夏季の水道水のおよその温
度）の洗浄処理においては各洗剤ともに200Cの方がや
やよく，400Cにおいては更に良好な洗浄効率が得られ
ている。
洗剤別についてみるに，洗剤Cがそれぞれの温度にお
いて最も洗浄効率が優れている。80C，200Cの低温に
おいては無リソ洗剤，石鹸が効率低く，含リソ洗剤およ
表2　洗剤別・温度別による分散分析表
び複合石鹸が高い債向にある。400Cにおいては無リソ
洗剤が効率低く，含リソ洗剤と複合石鹸および石鹸が良
好である。
水洗いは最も低く，洗剤による洗浄の優位性を示して
いる。
表2に洗剤別，温度別による洗浄効率の分散分析表を
示した。1％の有意水準で洗剤の種類と洗浄温度は共に
洗浄効果に大きな影響を与え，また洗剤と洗浄温度との・
交互作用が認められた。
要　因 ??ﾀ ??F 巴?????? （0．01） 
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計 ?都CX?R?23 ? ? 
注：　＊灘は危険率5％で有意，＊＊印は危険率1％で有意
A＝洗剤　　　　　B＝温度
洗剤C，C′においてみられるように同じ洗剤であって
も活性剤，リソの含有量の多い洗浄液で処理したCに．お
いて高い洗浄効率が認められた。含リソ洗剤A，Dにお
いては含リソ量の多いDで処理したものがAに比して洗
浄効率は良好であり，リソ含有量の多寡が効率に影響を
与えているものと考えられる。
洗剤Bは漂白剤を含むため汚染泥の酸化3）による漂白
作用および水溶化による汚れ除去が加わり含リソ洗剤中
でCに次く0良好な洗浄効率を示したものと考えられる。
無リソ市販洗剤はイオソ封鎖剤としてアルミノけい酸
塩を含有しているが，その洗浄効率は含リソ洗剤に比し
て幾分下回っている。イオソ封鎖剤を含まない自製無
リソ洗剤0が各温度においても最低の洗浄効率であっ
た。
石鹸類においては自身が金属イオソ封鎖性を持ってお
り，高温であるほど洗浄性が良好であると云う一般的性
質がこの場合も示されたものと考えられ，400Cにおい
ては無リソ合成洗剤を上回る洗浄効率であった。
洗浄用水中に存在している金属多価カチオソが汚れ粒
子の分散を妨げ洗浄作用を阻害する一国であるとするな
らば，カチオソ封鎖性能の優劣が洗浄作用の良否に影響
●
を及ぼすことも考えられる。したがってこの場合，活性
剤紅成に若干の遣いはあるものの含リソ洗剤が無リソ洗
剤よりも洗浄効率が良好であったことは両者にイオソ封
鎖剤として含有されているリソ化合物とアルミノけい酸
塩のカチオソ封鎖性能の良否に起因するものと考えられ
る。
結果的にはここで試みた泥汚染布の洗浄において，活
性剤，リソ化合物ともに含有量の最も多い洗剤Cで一般
的な市販洗剤使用濃度40g／30才で洗浄処理をしたものが一
最も優れた洗浄効率を示した。
Ⅳ　要　約
（1）現在市販されている含リソ・無リソ洗剤，複合石‾
鹸，粉石鹸，マルセル石鹸および自製の含リソ・無リソ
洗剤により，湿式にて作製tた派汚染布に対し洗浄試験
を行なった。
（2）洗浄液濃度は洗剤の品質表示浪度に従い4gを
3gの水道水に帝解し　洗浄温度は80，200，400Cに
おいて処理した。
（3）80，200Cにおける洗浄効率は含リソ洗剤，複合
石鹸が良く，無リソ洗剤，石鹸の順に下がり，温度差に
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よる洗浄効率の開きは余り大きくはなかったが200Cの
方が良好であった。
（弔　400Cにおける洗浄効率はそれぞれが上昇してお
り，含リソ洗剤が良く，複合石鹸，石鹸，無リソ洗剤の
順に下がっている。
（5）石鹸類は温度上昇にともない洗浄効率の上昇は明
らかであった。
（6）カチオソ封鎖剤を含まない自製無リソ洗剤は各温
度ともに洗浄効率は最低であったが水洗いのみのものよ
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りは良く，洗剤としての効果は認められた。
（Ⅵ　含リソ洗剤，無リソ洗剤の比較においては各温度
ともに含リソ洗剤の方が洗浄効率は良好であった。リソ
化合物は洗剤のビルダーとしての効果が大きJ、ものと考
えられる。
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